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1. はじめに 

近年、中国と日本の文化交流が盛んになり、日本の小説

やドラマなどの作品が大量に中国語に翻訳されて中国に輸

入されている。我々は、感情語辞書を用いた日本語感情表

現分析システム Emotional Expression Analysis System (EEAS) 

[1]を開発し、EEAS を用いた文学研究のデジタルアプロー

チ[2]を提案した。また、中国語感情語辞書を作成し、これ

に基づいた中国語感情表現分析システム Chinese EEAS 

(CEEAS) [3]を開発している。 

本研究では、CEEASを用いて中国小説の感情分析を行い、

感情出現の特徴を調査した。また、日本小説の感情出現と

の比較を行った。更に、日本小説とその中国語翻訳版を

各々EEAS と CEEAS を用いて感情分析し、2 国間での小説

の感情表現の差異を調査した。 

2. EEAS と CEEAS 

我々は感情語辞書を用いて高速に精度よく日本語文の感

情を分析する技術の研究を行ってきた。 

EEAS は、［喜, 怒, 哀, 怖, 恥, 好, 厭, 昂, 安, 驚, 望］の 11

感情カテゴリに分類した 7,249 語の語彙を持つ感情語辞書

を用いており、日本語 10,000 文の 11 次元感情カテゴリベ

クトルを約 0.92秒で計算する[4]。 

CEEAS は、EEAS と同じ 11感情カテゴリ［乐, 怒, 哀, 怖, 

耻, 喜, 厌, 激, 安, 惊, 望］に分類した 13,142語の語彙を持つ

中国語感情語辞書を用いており、中国語 10,000 文の 11 次

元感情カテゴリベクトルを約 1.5秒で計算する[5]。 

3. 分析対象作品 

本研究では、中国小説として莫言の 3 タイトル、韓寒の

3 タイトル、賈平凹の 3 タイトル、余華の 2 タイトルの合

計 11作品を分析対象とした。また、日本語小説として村上

春樹の 5 タイトル、池井戸潤の 4 タイトル、東野圭吾の 4

タイトルの合計 13作品を分析対象とした。 

4. 中国小説の分析 

4.1 10 感情レーダーチャート 

中国小説の作家毎の感情出現頻度を‘望’感情を除いた

10 感情レーダーチャートで図 1 に可視化した。中国小説の

感情語の出現には全作家の作品に共通する大きな特徴があ

る。すなわち、‘喜’（中国語の‘乐’）、 ‘厭’（中国

語の‘厌’）、そして特に‘怒’の感情カテゴリに属する

語の出現頻度が高い。また、ネガティブ感情カテゴリに属

する‘怒’と‘厭’（中国語の‘厌’）は出現頻度がほと

んど同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 日本小説の感情レーダーチャート 

 対照例として、村上春樹と池井戸潤の全小説の感情語出

現頻度の 10感情レーダーチャートを図 2に示す。 

5. 日本語から中国語への翻訳小説の分析 

5.1 翻訳小説の感情語出現頻度の変化 

東野圭吾、池井戸潤、村上春樹の作品の日本語版と中国

語翻訳版の感情出現頻度と総文字数の変化を表 1 に示す。

表 1 から、東野圭吾のマスカレード・ホテル以外の小説は

中国語翻訳版では全体的に少し感情語が増加している。ま

た、各作品の総文字数は中国語翻訳版では元の日本語版よ

り相当減少している。 

5.2 翻訳による感情レーダーチャートの変化 

池井戸潤の作品「ロスジェネの逆襲」に出現する感情語

出現頻度の感情レーダーチャートを図 3 に示す。図 3(a)は

日本語元版を EEAS で分析したもの、図 3(b)は中国語翻訳 
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(a) 莫言の全小説              (b) 韓寒の全小説 

 

 

(c) 賈平凹の全小説           (d) 余華の全小説 

図 1： 中国語小説の感情レーダーチャート 

 

 

 

    
(a)村上春樹の全小説     (b)池井戸潤の全小説 

図 2： 日本小説の感情レーダーチャート 
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表 1： 翻訳による感情語出現頻度の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

版を CEEAS で分析したものである。図 3 が示すように、

「ロスジェネの逆襲」の中国語翻訳版は日本語元版と比較

すると、‘喜’（‘乐’）と‘怒’の感情カテゴリ出現頻

度が顕著に多くなっている。しかし、「ロスジェネの逆襲」

の日本語元版と中国語翻訳版の感情カテゴリ出現頻度を、

‘喜’と‘好’をまとめ、‘怒’と‘厭’をまとめた修正

8 感情レーダーチャートで可視化すると図 4 になり、ほと

んど同一となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 感情語辞書の特徴 

 感情語辞書を用いた感情分析では精度が、辞書の特性・

精度に大きく依存する。EEAS で用いる日本語感情語辞書

は日本人 5 名の多数決を取って各感情語が属する感情カテ

ゴリを決定している。また、CEEASで用いる中国語感情語

辞書は中国人 7 名の多数決で各感情語が属する感情カテゴ

リを決定している。図 4 に示した結果を見ると、各辞書で

‘喜’カテゴリと‘好’カテゴリ、および‘怒’カテゴリ

と‘厭’カテゴリに登録している感情語の再検討も課題で

ある。表 2-1 と表 2-2 に日本語感情語辞書 Emotional Word 

Dictionary (EWD)と中国語感情語辞書 Chinese EWD (CEWD) 

に収録している 11感情カテゴリ別の感情語数を示す。 

表 2-1： 各感情カテゴリに収録している感情語数（前半） 

 喜 怒 哀 怖 恥 好 

EWD 1061 631 735 485 222 965 

CEWD 2382 6163 1781 945 99 408 

表 2-2： 各感情カテゴリに収録している感情語数（後半） 

 厭 昂 安 驚 望 

EWD 2008 730 337 338 370 

CEWD 6851 106 313 239 109 

なお、複数の感情カテゴリに属する感情語もあるので、

表 2-1、2-2 の感情語の総和は各辞書の語彙数を超えている。 

6. まとめ 

 CEEAS を用いて中国小説の感情分析を行った。中国 4 作

家の作品の感情カテゴリ出現頻度はよく似ており、日本作

家とは異なる特徴を持っている。また、日本語小説の感情

カテゴリ出現頻度を EEAS を用いて分析し、その中国語翻

訳版の感情カテゴリ出現頻度を CEEAS を用いて分析する

ことで、翻訳により感情出現頻度が変化するか否かを調査

した。その結果、‘喜’（‘乐’）と‘好’（‘喜’）を

一つのカテゴリとしてまとめ、さらに‘怒’（‘怒’）と

‘厭’（‘厌’）を一つのカテゴリとしてまとめると、日

本語元版と中国語翻訳版の感情カテゴリ出現頻度がほとん

ど同一になることが分かった。 

 なお、情報処理技術を用いた文学研究として品詞と意味

に基づくクラスター分析を行った論文[6]や、AI 技術によ

る小説の分析サービスなどが報告されている[7]が、本研究

のような感情に基づく中国文学分析に関する研究報告は見

当たらない。 

 今後の課題として、様々なジャングルの多くの中国作家

の作品を感情分析してそれらの特徴を明らかにすることが

挙げられる。また、より多くの日本作家の作品の中国語翻

訳版との感情分析・比較をするとともに、逆に中国作家の

作品の日本語翻訳版との感情分析・比較も課題である。さ

らに、これらの分析過程で得られた感情語辞書に関する情

報を用いて感情語辞書をアップデートすることも重要な課

題である。 
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(a) 日本語元版           (b) 中国語翻訳版 

図 3： 「ロスジェネの逆襲」の感情レーダーチャート 

 

(a) 日本語元版          (b) 中国語翻訳版 

図 4： 「ロスジェネの逆襲」の修正感情レーダーチャート 
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